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巻頭言 “新検定への挑戦を”
教育委員長　木村吉伸

検定試験の内容の追加や修正を行いました。その結
果、平成28年度検定が平成29年1月頃に実施され
る運びとなりました。
DTP検定には、1級と2級があります。
組合員の皆様、DTP作業従事者への教育の一環
として、また社員の皆様の目標として新DTP検定
を是非ご活用いただければと思います。

4月、新年度のスタートです。学生さん達は進学
進級し入学式や始業式。企業は新入社員を迎えたり、
3月で決算を終え新年度方針を発表される時期です
ね。
教育委員会では毎年、印刷技能検定オフセット印
刷作業実技及び学科試験を実施してまいりました
が、今年より新たに“新DTP検定”を実施する予定
です。
この検定は、平成9年より日本写真製版工業組合
連合会（現、日本グラフィックコミュニケーション
ズ工業組合連合会）が主体となり技能検定製版職種
「DTP作業」として実施されてきましたが、平成20
年を境に受験申請者数が減少傾向の一兎をたどり、
全国で100名をきるまでになってしまいました。平
成26年秋、厚生労働省の「技能検定職種の統廃合に
関する検討会」の統廃合検討対象職種になり存続が
危ぶまれました。
DTP作業は、アナログからデジタルに変わりIT
化の一番の波を受けましたが、皆様ご周知の通り、
印刷の一部であり切っても切れない作業です。
国家検定は一度廃止されると再度認定されること
は大変難しい故、その印刷業における重要性を鑑み、
全印工連が主管団体となりDTP検定の存続を厚生
労働省に要望すると同時に、1年間の検討の末、試
験内容と実業の乖離の解消をはじめとする製版技能

※経緯
厚生労働省の ｢技能検定職種の統廃合などに関する

検討会｣報告書によると、「製版職種」は平成27年度の
検定試験を休止するとされた。技能検定は働く上で身
に付けるべき、または必要とされる技能の程度を国と
して証明する制度で、これに合格した人だけが「技能
士」を名乗ることができる。現在128職種を対処に実
施されているが、この業種の中で、直近6年間の平均受
験者数が一定の基準に満たない職種について統廃合の
方向が打ち出され、その対象となったのが ｢製版職種｣
である。過去6年間の平均受験者申請数が97人で一定
の基準に満たないことから休止となった。

全印工連では「技能検定職種・製版DTP検定の存続
についての要望書」を厚生労働省職業能力開発局に提
出。「印刷業において製版技能者のレベル維持・向上は、
印刷事業におけるコアコンピタンスの一つである。本
検定の維持・継続は印刷業界の緊急かつ重要な課題で
ある」との主旨で訴えた。その結果、28年度検定は実
施するとの措置となった。
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900余名が参加した記念式典会場

挨拶をする四橋中部地区協会長

開催県挨拶をする
細井愛印工組副理事長

事業概要を説明する
生井専務理事

下期会議の冒頭、開催県を代表して細井俊男中部地区協副
会長（愛印工組副理事長）が、「本日の会議が実りあるものとな
るよう祈念している」と開会挨拶。

続いて、四橋中部地区協会長が「アベノミクスがスタート
して4年。それなりの成果は出ているが、非常に無理がある。
そうした中で印刷業界はどうかというと、ここ最近まで敵と
思っていたIT関係を取り入れ、ITを味方にすることで、非常
に成長している企業が増えてきた。ITの強さ、弱さ、それから
デジタル、アナログの使い分けが非常にうまくなってきた。
いま印刷業界は、ある意味、非常に良くなってきたと思って
いる。会議はしっかりと勉強していただき明日の糧にしてい
ただきたい」と述べた。

次いで、全印工連島村会長が挨拶に立ち、「私の任期もあと
わずかとなった。地区協への参加も今回が最後となった」と
述べた後、4年間の会長職を振り返り、全印工連委員会活動に
触れた。（※島村会長の挨拶は別項参照）。

□全体会議前半／全印工連事業概要
全体会議前半は、全印工連の事業概要について生井専務理

事が「①全印工連2025計画、②用紙等諸資材価格動向および
官公需問題に関する調査結果に基づく要望、③第9回MUDコ
ンペティションの結果、④印刷業経営動向実態調査の実施、
⑤オフセット印刷工場用VOC警報器の案内、⑥CSRワンス

ターおよびツースター認定の申請受付、⑦技能検定製版職種
DTP作業の実施準備状況、⑧各種案内（平成26年工業統計速
報、クラウドバックアップサービス事業特別キャンペーンな
ど）について説明した。

その中で、全印工連2025計画の策定について、「今年4月
以降に『印刷産業新成長戦略2025計画』を発表する予定でい
る。環境、地域創成、女性活躍、ダイバーシティ、CSRなど、
様々な座標軸から印刷産業の新しいビジョンというものを示
す。この策定は産業戦略デザイン室で行なっている」とし、ま
た、用紙等諸資材価格動向および官公需問題に関する調査結
果に基づく要望では、「昨年8月27日に開催された中小印刷産

平成27年度中部地区印刷協議会（中部地区協／四橋英児会長・岐阜県印刷工業組合理事
長）の下期会議（愛知県会議）が、2月26日午後1時30分より名古屋駅前のホテルキャッスル
プラザで開催され、中部5県（愛知、岐阜、三重、富山、石川）の印刷工業組合執行部、役員ら64
名が出席。また、全日本印刷工業組合連合会（全印工連）からは、島村博之会長、木野瀬吉孝副
会長（愛知県印刷工業組合理事長）、臼田真人副会長（東京都印刷工業組合副理事長）、生井義
三専務理事、オブザーバーとして（公社）日本印刷技術協会花房賢CS部副部長が出席した。全
体会議では、全印工連事業概要の説明。分科会では、5つの分科会と理事長会開催され、それ
ぞれ活発な意見交換が行なわれた。

■平成27年度中部地区印刷協議会下期会議

「印刷産業新成長戦略2025計画」策定
印刷産業の新しいビジョン示す

「印刷産業新成長戦略2025計画」4月以降に発表
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業振興議員連盟の総会において、用紙の値上がり問題、さら
には官公需取引に関する課題を説明した。その際、出席議員
から官公需取引の実態を調査すべきという意見があり、経済
産業省と調査項目を調整して、昨年の10月から調査を実施し
た。今回の調査は、官公需取引の実態を把握したうえで、中小
印刷業界としての要望事項をまとめ、経済産業省、あるいは、
中小印刷産業振興議員連盟に提出をすることが目的である」
と経緯を説明。その上で、今回の結果をふまえての要望事項
として、「①中小企業者に関する国などの契約方針の徹底遵
守、②低価格競争防止策の導入、③財産権の保護について（中
間成生物の所有権とイラスト、写真、編集などの著作権の保
護）の3点に集約し、要望書を提出する」と説明を加えた。（※

「官公需取引における要望」は別項参照）
また、受検者が少なく、国で廃止が検討されたDTP技能検

定は、今年度は検定を休止して試験内容を見直した上で、来
年度に再開するが、「現時点で14工組が前向きに検討してい
る。社員の技術力を高める指標として、多くの工組で開催し
て欲しい」と、検定実施を呼びかけた。

□全体会議後半
小休止の後、分科会、理事長会に移り、分科会は、経営革新・

マーケティング分科会、環境・労務分科会、組織・共済分科会、
教育・研修分科会、取引公正化分科会の5分科会、そして理事
長会が開催された。

全体会議後半に入り、各分科会、理事長会の討議内容の報
告が行なわれた。以下その要旨をまとめた。

▼経営革新・マーケティング分科会（田上裕之／石川県常務
理事）　新たなビジネスもデル構築のヒントになるようさま
ざまな角度から研修メニューを策定する必要がある。中には
予算的な問題でセミナー開催が困難な組合もある。東京と地
方をインターネットで結び、各県で同時に受講できるように
することも重要であると思う。また、各工組で工場見学会が
開催できるように、全印工連で受け入れ可能な企業を募って
欲しい。

▼環境・労務分科会（寺田俊之／富山県副理事長）　昨年、
従業員50人以上の事業場でストレスチェックが義務化され
た。この6月には危険有害性のある化学物質を使用する事業
場でのリスクアセスメントが義務化される。これらの法令を

遵守して従業員の健康維持対策に万全を期して欲しい。日本
印刷産業連合会は、オフセット印刷工場向けのVOC（揮発性
有機化合物）警報機を大阪の電機メーカーと共同で開発した。
この装置は、VOC濃度が一定レベルを超えると警告する。こ
うした機器の導入も従業員の健康を守ることに重要な役割を
果たす。

▼組織・共済分科会（大洞正和／岐阜県常務理事）　共済は
組合の重要な収入源である。保険会社に任せずに組合側も積
極的に動き、未加入事業所への勧誘に務めて欲しい。また、組
合員増強を図るため、組合加入のメリットをわかりやすく示
すことも重要である。例えば、国からの助成金の情報や受け
方を組合からわかりやすく提供できれば、加入するメリット
になるのではないかと思う。

▼教育・研修分科会（松岡祐司／愛知県副理事長）　DTP技
能検定は、これまで行なってきた岐阜以外に、愛知、富山、石
川などが実施の意向である。ただし、実施には検定員の確保
が課題である。実績のある岐阜に検定員派遣検討をお願いし
たい。国家検定合格者に報奨金を出す企業への国の助成制度
がある。そうした制度も活用し、社員の技術向上を図って欲
しい。国の認定資格である ｢印刷営業士｣の取得講座は、今の
時代に即した内容に刷新した。ｅ-ラーニングによる講座開
設も検討したい。

▼取引公正化分科会（塚本誠／三重県副理事長）　全国の組
合員に実施した官公需問題に関する調査では、「資材値上げ分
の価格転嫁ができていない」、｢激しい低価格競争にさらされ
ている｣などの回答が目立つ。また、中間性生物の所有権、イ
ラストなどの著作権は印刷会社に帰属するにもかかわらず、
多くの企業が ｢無償提供を要求される｣と答えている。著作権
については、三重では昨年度行政側にも参加を呼びかけて勉
強会を開いたが、なかなか成果は現れてこない。

▼理事長会（吉田克也／石川県理事長）　次期地区協会長も
引き続き岐阜の理事長が努めることに決まった。全印工連の
経営革新・マーケティング委員会は石川、環境・労務委員会は
三重、組織・共済委員会は愛知、教育・研修委員会は岐阜、取引
公正委員会は富山から委員を派遣する。｢ポスターグランプリ
｣は来年度から富山が参加する。これにより中部地区協全工
組による主催となる。（　）内は報告者、所属組合、敬称略。
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経営革新・マーケティング分科会

理事長会取引公正分科会教育・研修分科会

組織・共済分科会環境・労務分科会

また、全印工連CSR推進専門委員会の報告を山田慎二委員
（愛印工理事）が行ない、「CSRの普及・啓発の推進を図るため、
各工組のCSRセミナーの開催を支援する」旨の報告と「日本
印刷個人情報保護体制認定（JPPS）の取得の有用性」をアピー
ルした。さらに、女性活躍推進室の報告を近藤起久子委員（愛
印工）が行ない、女性が活躍できる環境づくりとして、「ワー
クライフバランス（WLB）導入の手引書の作成、セミナーの企

□感謝の気持ち
私の任期もあとわずかとなった。地区協への参加も今回が

最後となった。今日は挨拶というより、4年間の簡単な報告と
お礼述べたい。

男の人生において、一番生きがいを感じるミッションとい
うのは、自分が守る範囲を広げるということではないかと思
う。まずは自分を守って成長させ、家族、友人、会社の部下、
その家族、取引会社、そして、業界や地域とその幅が広がれば

画・開催」が報告された。なお、WLBのセミナーは愛知でも開
催予定であることが明らかにされた。

その後、質疑応答、四橋会長の下期会議のまとめ後、水谷勝
也副会長（三重県工組理事長）の閉会の挨拶で終了した。

会議終了後、交流会が持たれ情報交換と親睦が図られた。
（なお平成28年度地区協上期会議（三重県）は、6月10日

（金）四日市都ホテルで開催）

在任4年間を振り返る
嬉しい成果
「CSR認定制度」
事業

島村博之
全印工連会長

広がるほど、人生の充実感が沸いてくる。
思い返すと、4年前、私が次年度会長の候補者に選ばれた

ときは、本当に自分に会長が務まるのか、組合がしっちゃか
めっちゃかになるのではないか、会社はちゃんと業績を保っ
てくれるのか、そういった思いが次から次に湧き出てきて、
不安で不安でたまらなかった。それよりも一番心配であっ
たのは自分の性格である。言いたいことは言わずにいられな
い。一度意見を出したら納得がいくまで絶対にひっこめな
い。当然、先輩役員の皆様からは疎まれる。同世代にも敵が
多かった。そんな自分が東印工組の理事長、ましてや全印工
連の会長が務まるわけがないと思っていたが、4年間務める
ことができたのは、まさに全国の組合員の皆様の寛大なる理
解と、温かい協力があったればこそと心から感謝を申し上げ
る。

□誤解を生んだ「やる気のある会社………」
会長就任に当たり打ち出したテーマが、「やる気のある会社

に役立つ組合を目指す」であった。これは、大いに誤解を呼ん
で、「やる気のない会社はどうでもいいということか」という
理解が広がってしまった。それからは、組合に残っている人
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は全員やる気があるという認識のもとに、このような言い方
になったという説明に相当のエネルギーを割くことになっ
た。しかし、なかなかこの誤解を解くことはできず、1年余り
はかなり悩ましい時期となった。結局、この言葉の真意、全印
工連の姿勢を正しく証明してくれたのは、私の言葉による説
明ではなく、委員会の活動そのものであった。

□委員会活動の成果
産業戦略デザイン室は、印刷道を発行しその浸透に向け、

全国展開のセミナーまで用意してくれた。
産業連携推進室では業界関連企業との連携を一段と強化

し、ご存知の通り昨年開催された全印工連60周年記念式典で
は、沢山の会社から多額の協賛をいただいた。

経営革新・マーケティング委員会は数多くの事業を手掛け
たが、なかでも何よりの業績は、経営動向実態調査の刷新で
ある。この改革で調査費用を大幅に削減することができ、さ
らに、過去、比較的大規模の会社からしか調査回答を得られ
なかったが、小零細規模の会社からも回答を得られるように
なった。その結果、実態に近い数字を出せるようになった。

環境・労務委員会は、実に多くの事業を行なった。特筆すべ
きは、胆管がんのあとの問題に対しての対応であった。環境
省がオフセット印刷工程自体をがん発生の根源と位置付け
た、とんでもない状況であったが、そんな中で地道な実地検
証を重ね、その疑いを晴らした。

組織・共済委員会は、全国での委員会開催を積極的に進め
て、共済の理解をさらに深めるという実績を残した。　教育・
研修委員会は、ご承知の通り私の不手際で、委員長が任期途
中で辞任という失態を演じたが、後任委員長、委員の方々努
力のお陰で、大きな事業の未達をすることもなく、ほぼ計画
通りに活動を終えることができた。

女性活躍推進委員会では、初の女性委員長ということで、
周りからは多少不安視する声もあったが、しっかりと活動を
続けてくれている。組合がダイバーシティーという流れの中
に、乗り遅れないように礎を築いてくれた。

CSR推進専門委員会は、まさに生みの苦しみの委員会で
あった。特に風当たりが強かったのがCSR認定制度であっ
た。まだまだCSRという言葉自体が世の中に浸透していない
頃であっただけに、多くの組合員から「横文字なんか使って
いるんじゃないよ」という声があった。だからまずCSRとは
いったいどういうものかという啓発活動から始めた。それで
も認定制度に対しては根強い反対があった。今でも、何故、あ
んなに反対されたのか理解できていない。そんな中、CSR推
進専門委員会のメンバーにはかなりの苦労を掛けたが、粛々
と認定制度の準備をしてもらい、半年後には第１回認定を
実施することができた。今では、ツースター認定企業が14
社、ワンスター認定企業が79社、計93社となった。認定申請
中の企業も含めると100社を超えるのは時間の問題である。
5,100社分の100社、たったの2％じゃないかと言われるか
もしれないが、この４年間で、私が何よりもうれしい事業の
成果だと思っている。

4年間ずっと逆風の中を突っ走ってきたような気がする。

しかし、多少なりとも組合員の皆さんに役立つ情報発信、事
業活動ができたのではないかと思っている。そして何より
も、曲がりなりにもここまでこれたのは、ここにいる皆様に
盛り上げていただいたおかげであり、全国の組合員の皆様に
心から感謝を申し上げる。この4年間実力以上の成果を上げ
ることができた。人生において、こんなに素晴らしいことは
ない。

□次期会長予定者
昨年12月10日に開催された平成28・29年度会長候補者

選考委員会において、現副会長の臼田真人氏が次期会長候補
に決定した。5月24日に開催される全印工連通常総会におい
て、正式に就任が決まる予定である。

臼田氏が影、日向になりながら進めた事業は、主なものだ
けでも、ソリューションプロバイダーシリーズ、産業成長戦
略提言書2冊の発行、経営羅針盤の発行、アドビ特別プログ
ラムの考案、CSR認定制度の導入、全印工連60周年記念式典
実行委員会の委員長、勝ち残り合宿ゼミの取り纏め、組合財
政の黒字化、国会議員による印刷産業議員連盟の発足と枚挙
にいとながない。自分の会社の業績向上と同じだけのエネル
ギーを、組合のブランド力アップに注ぐ高い志に、私は深い
敬意を表する。

印刷機を持たない会社の経営者では会長は無理だという方
もいる。しかし、私の会長経験から言うと、全印工連の会長を
務めるにあたり、そういうことは、全く障害にならないとい
うことである。自分の会社に設備があることよりも、経営者
としてどれだけたくさんの人脈を築いてきたかということの
方が、組合運営をリードしていく上で、そしてそのスキルに
おいて、はるかに重要で価値がある。これは、本人においても
さることながら、組合にとっても何物にも代えがたい財産だ
と思う。

業界の将来はまだまだ予断を許さない。この厳しい状況で
しっかりと組合をリードしていくであろう氏を、皆さんで盛
り上げてほしい。そして、それぞれの印刷工業組合と全印工
連をさらに元気にしていただきたいと思う。
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セミナーの冒頭、コメンテーターを務める松岡教育委員会
担当副理事長が次のように述べた。
「全印工連では、『見える化から始める収益改善』というセミ

ナーを行なっている。その中で、愛印工組では、本日のパネリ
ストを務めていただく駒田印刷、フジカ、豊川印刷、近藤印刷
などのほか、8社が見える化の取り組みを行なっている。この
4社は、本日発表するというゴールを決めて、見える化に取り
組んでいただいた。愛印工組として、今日が3回目の見える化
セミナーになる。本日の発表を聞いて、会社にそのノウハウ
を持ち帰ってほしい。

印刷業界の現状は非常に市場価格も厳しく、仕事も少な
い、売り上げが伸びない、そうした中で、社内の業務改善、社
内の埋蔵金を掘り起こす。見える化をすることで収益改善を
していく。それは、社員の雇用を守り、ディフェンスを固める
ことである。セミナーが少しでも役に立てば幸いである」。

次いで、花房コーディネーターからパネリストが紹介さ
れ、事例発表に入った。

経営方針の共有、④行動指針の策定、年間経営計画策定、数値
の見える化による方向性の共有、⑤社内の整備、がん検診の
全員受診の取り入れなど福利厚生・社員満足度の向上」など
と共に、「就業システム、工程時間管理システムの導入」を進
めた。その結果、社員からは、「文字打や校正をした時間を入
力してみて初めて作業金額が分かった、他のアプリケーショ
ンと併用して時間短縮を工夫するようになった、仕事内容が
クリアになって、見える化を始める前より仕事を進めやすく
なった」など、多数の好評価がでた。

見える化を進めることで、「個人ごとの制作時間の把握、制
作単価の統一化の推進、作業時間とコストを直結して考え
る、高率化を図る努力、工務の作業時間の把握、社内・工場内
の整理整頓、時間・金額の意識、1つの商品完成までのいろい
ろな人との関わり、無駄の削減」などのメリットが生じた。

最初に豊川印刷㈱度会尚志社長が同社の2年間の進捗状況
を発表した。

同社は、昨年の１年経過の発表に続き、今年はその後の２
年目の経過発表になる。その中で、「見える化」へのステップ
として、「①5Sの優れた会社の見学、②5S取り入れと社員全
員への周知徹底、③ミーティングでの唱和による企業理念・

続いて、㈱近藤印刷近藤起久子社長が2年目の進行状況の
発表を行なった。

同社は、それまでのファイルメーカーのシステムを改造す
る形で自主開発したため予定よりシステム導入が遅れた。ま
た、プログラム上の問題は、作る側と使う側が直接話し合わ
ず、システム開発のアドバイス会社で優先順位を決めて、開
発指示をしてもらうとした。そして、同時に行なったもう一
つの見える化である「ワークライフバランス」の取り組みにつ
いて、2015年に「ライフ・ワーク・シナジー」というチームを

愛印工組教育委員会は、2月26日午前10時より、ウインク
あいち（愛知県産業労働センター）において、「第3回ゼロから
始める『見える化』セミナー」を開催した。セミナーでは、見え
る化に2年間取り組んだ2社と3年間取り組んだ2社が自社の
取り組み状況の発表を行なった。コメンテーターに松岡祐司
愛印工組副理事長（全印工連教育・研修委員会副委員長／㈱ア
サプリホールディングス代表）、コーディネーターに花房賢

（公社）日本印刷技術協会CS部副部長（全印工連教育・研修委
員会特別委員）が務めた。参加者は85名。

埋蔵金発掘プロジェクト　PART2

｢見える化｣の構築

度会　尚志
豊川印刷㈱社長

埋蔵金発掘プロジェクト
PART2

｢見える化｣の構築

TIME IS LIFE

〜私たちの見える化〜

度会　尚志
豊川印刷㈱社長

近藤起久子
㈱近藤印刷社長

■愛印工組
ゼロから始める「見える化」セミナー

｢見える化｣への取り組み
豊川印刷㈱／㈱近藤印刷／
㈱フジカ／駒田印刷㈱
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第３回見える化セミナー

紙でご愛顧70年

豊山配送センター

名古屋市東区主税町4̶83　　　  〒416̶0018
TEL.052̶931̶2221㈹　FAX.052̶932̶1418

愛知県西春日井郡豊山町豊場
TEL.〈0568〉39 ̶0501

鬼頭正二郎

見える化セミナー

業務管理システム
（MIS）を利用した
現状の取り組み

駒田の見える化

〜情報の見える化で
目指せ粗利益率UP〜

加藤　義章
㈱フジカ社長

磯貝　　健
駒田印刷㈱副社長

発足。これは、ライフの充実によりワークも活きる相乗効果
を生み出し、充実した人生を送るという取り組みである。最
初に3年後のありたい姿を目標を決め、現在とのギャップを
埋めていく活動を行なった。

今後の展望として、「新ソフトの運用・更新／社内の誰もが
目標達成に向けての現状把握ができるようにする／経営戦略
に活用／時間を意識することで効率化をし、無駄な動きをし
ないようにする」などが掲げられた。

見える化のポイントとして、「①ワークライフバランスと両
輪で廻す見える化、②数値を分析して、戦略をたてるための
道具にする、③数字は正直、憶測による無駄な議論や衝突を
なくす、④効率的に働き、生産性を高め、早く家に帰って豊か
な人生を送るための道具にする」と位置付けた。

3社目は、㈱フジカ加藤義章社長が3年間の同社の取り組み
を発表した

前回、１年目経過時の課題として、「①見える化された情報
のさらなる活用と徹底、②加工部門での事後入力から同時入
力へのシステム拡大、③刷版、加工部門での改善活動の強化、
④アワーレイトの見直し、⑤成果の配分」などがあった。これ
を踏まえ3年目の活動結果について、「①先行管理という点で
は進捗が把握しやすくなった、②加工部門において早い対策
がうてるようになった、③各自の個別の損益に対する意識が
上がった、④事前検討、危険予知力が上がってきた、⑤全体数
字への社員の意識づけ、動機づけがまだ弱く、仕組みとして
活かしきれていない、⑤付加価値額増大への意識づけ、見え
る化の強化」が上げられた。

今後の課題、取り組みでは、「①赤字物件撲滅強化による弊
害（見積りの硬直化、不採算に対する受注姿勢）への対策、②
営業における付加価値額による目標設定、③間接人員・作業
の見える化、④生産、特に刷版での見える化のさらなる活用、
⑤生産における時間当たり付加価値額による評価の導入、⑥
達成報奨制度の導入、または人事評価制度への連動」の6つが
上げられた。

４社目には、駒田印刷㈱磯貝健副社長が3年間の同社の取
り組みを発表した

その中で、見える化の取り組みへのきっかけを旧システム
の陳腐化による情報管理システムの更新を上げ、目標として
は、「①全社員への数字の「見せる化：特に、営業に仕入れ原
価・外注発注額を裸のまま見せる、②分析に必要な適正な情
報を即時・正確に収集：リアルタイムに得られる一元管理され
た業務情報の蓄積、③受注情報や業務情報のデータ入力作業
の標準化：誰でも簡単に間違いなく行なえるデータ入力環境、
④売り上げ、原価、決算ができるKPCentral（駒田印刷中央管
理システム）を導入：いくらで売って、何にどれだけの費用が
かかって、いくら儲かったか、全社員が自分で見て共有でき
るシステム」が掲げられた。そして、3年間の運用結果として、

「①3年連続の増収増益、②社員の意識の向上、③人的稼働率
把握による多能工化、④製本機導入による内製化、⑤高効率
の受注物へ売り上げより利益を重視した仕事へのシフト」が
示された

今後の目標については、「一人ひとりの目標設定、各セク
ションの更なる効率アップ、新たな投資による攻撃と安定に
ついて」などが設定された。
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　官公需取引における要望
□｢中小企業者に関する国等の契約の方針｣の徹底遵守

（１）資材値上げの価格転嫁を確実に履行すること
官公需取引については､ 毎年 ｢中小企業者に関する国等の

契約の方針｣(以下、｢契約の方針｣)が閣議決定され､ その方針
に基づき官公庁や各自治体の入札が行なわれる。｢契約の方針
｣には、｢最新の実勢価格等を踏まえた積算｣に基づいて適切
に予定価格を作成すると謳われている。しかしながら､ 今回
の調査結果では、｢資材の価格転嫁ができている｣との回答は､
僅か14.4%に過ぎず､ 85.6%は資材価格が上昇しても､ 値上
がり前の価格で契約せざるを得ない｡ 特に､東北､関東甲信越
静､ 九州では11から12%という低率である｡ さらに ｢予定価
格･落札価格における原材料の実勢価格が反映されている｣と
いう回答も僅か18%である｡ 官公庁･各自治体には、｢契約の
方針｣の徹底遵守を要望する。
（２）銘柄指定の排除
｢契約の方針｣には、｢銘柄指定を行なわない｣と掲げられて

いる。しかるに今回の調査結果では､何らかの形で､印刷用紙
の銘柄指定されるケースが６割を超えている｡ 特に北海道で
は８割以上､ それ以外も軒並み5割を超えている｡ 銘柄指定
は、中小企業･小規模事業者の受注機会を失うことに繋がる
ため、一切行なわないよう要望する。
（３）地域の中小企業･小規模事業者等の積極活用
毎年、｢契約の方針｣には、｢地域の中小企業･小規模事業者

等の積極活用｣が掲げられている｡ 地元企業ヘの優先発注に
関する調査結果では､ 地域で格差はあるものの、｢十分に実施
されている｣との回答は､ 全国平均で9.7%であり､ 地元企業
優先発注が行なわれずに｢地元以外に仕事が流れている｣と回
答した企業の割合は13.5%、｢一部実施されているものの､ ま
だまだ不満足｣との回答が55.7%を占めている｡ 地元企業優
先発注が、ある程度は進んでいるものの､ 安倍政権が掲げる
｢地方創生｣を進めるためにも、地元の仕事は地元で生産する
という､ さらなる地域の中小企業･小規模事業者等の積極活
用を要望する。

□「低価格競争防止策の導入」
官公需の最近の状況としては、｢厳しい低価格競争に晒さ

れている｣という回答が83.5%と非常に高い割合を占め､ 相
変わらずの苦しい状況が伺える｡ 全印工連ではこれまで長き
に亘って､ 地場産業の代表格ともいえる中小印刷業界の健全

な育成､ 発展のため、著しい低価格入札の防止策として､ 法律
にある｢低入札価格調査制度｣または｢最低制限価格制度｣の導
入とその厳密な運用を図るよう運動してきたが､ 全国的に見
ると ｢印刷｣への制度導入は未だに約1/3程度にとどまってい
る｡ また、｢印刷｣は、｢契約の方針｣の中で、中小企業性の高い
｢官公需特定品目｣に指定されているにも拘らず､ 一部で実施
されている ｢競り下げ方式(リバースオークション)｣(｢煩雑に
実施されている｣13%、｢時々実施されている｣32%)は際限の
ない値下げ競争を促すことになる。中小印刷業界の健全な発
展､ 継続のためには､ 適正な利潤を含む適正価格での受発注
制度の確立が急務であり､ 一刻も早い低価格競争防止策の導
入を､国から地方自治体へ強力に指導されるよう要望する。

□「財産権の保護について（中間成生物の所有権とイラス
ト､写真､編集等の著作権の保護）」

これまでの判例において、｢印刷物の請負契約においては､
製作途中で生成される物品(中間生成物)は契約の目的物では
ないため、その所有権は請負人に帰属し､ 注文者に引き渡す
義務はない｣と示されているにも拘わらず､ 印刷データにつ
いて、｢契約条件で殆どの場合､ 無償で要求される｣が46.8%、
｢時々、無償で要求されることがある｣が29.5%と約8割を占
めている。印刷データは印刷会社のノウハウ､ 技術力を注ぎ
込んで作られるものであり、また､ 再版という面からも財産
的価値が高いものである｡ また､ 印刷会社が製作するイラス
ト･写真･編集等の著作権については､ 知的財産基本法の理念
で､ 事業者の権利保護や民間における効果的活用が謳われて
おり､ 加えて、｢契約の方針｣では、｢知的財産権の取り扱いに
ついて書面をもって明確にするよう努めるものとする｣とさ
れていながら、｢殆どの場合､ 契約条件等により無償で権利譲
渡が求められる｣が50.2%、｢時々、無償で要求されることが
ある｣が26.2%と約8割を占めるといった現状にある｡ この著
作権も印刷業界のコンテンツとして非常に財産的価値が高い
ものである。

従って､ 官公需契約にあたっては､ 印刷会社の財産権の
保護という観点から､ 判例や法律における所有権、著作権と
いったそれぞれの貴重な財産権を念頭に置いた契約内容に改
めること､ また､ やむを得ず権利譲渡を必要とする場合には、
印刷物とは別に報酬請求権が発生する契約物として明示し､
その対価について適正な支払いがなされるよう早急な見直し
と改善を要望する。

全日本印刷工業組合連合会（全印工連）では､ 昨年8月27日に開催された自由民主党中小印刷産業振興
議員連盟において、用紙の値上げおよび印刷物の官公需取引に関する意見を述べたところ、議員の方々
から「官公需取引の現状･実態を把握すべき」との意見が出された。そこで、当連合会では、昨年10月から
調査を行ない、その結果（回答企業数1,071社）を踏まえ、下記の3項目を要望することになった。

全印工連 経済産業省、中小企業庁、自由民主党中小印刷産業振興議員連盟宛に

官公需取引における要望
国等の契約の方針／低価格競争防止策の導入／財産権の
保護
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２月期理事会・支部長会

PPG営業統括部 中部営業部 〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上名古屋しらかわビル11F TEL.052-229-4624㈹※2016年4月1日より社名が変わりました(旧社名コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱)

愛印工組平成27年度2月期理事会・支部長会が、2月29日午後
３時30分より、メディアージュ愛知3階会議室で開催された。理
事会では、平成27年度決算見込み、委員会実施事業、次期役員候
補などが審議された。また、理事会終了後、支部長会が開催され、
中川支部解散による組合員の支部異動、次期支部役員などが報告
された。（出席者は24名）。

所の賛助会員への加入が承認された。平成27年度決算見込
みの件では、7,725万円の決算見込みの内容が報告され承認
された。各委員会実施事業では、最初に創立60周年記念事業
について報告があり、その後、三役直轄事業から各委員会事
業の実施結果、予定が報告された。

現中川支部地域（中川区・港区・豊明市）の今後の帰属支部の
件では、現組合員は希望の支部へ移動、新入会員については、
熱田支部へ帰属するとし、現時点で熱田支部１社、中支部１
社、東尾張支部1社、中村支部2社が異動を決定、未定は2社と
なっている。

次期（平成28・29年度）役員では、理事長・副理事長・各委員
会の委員長の候補者が紹介され承認された。

□理事長候補者：細井俊男
□副理事長候補者：鳥原久資、酒井良輔、松岡祐司、木村吉

伸、岩瀬清
□委員長候補：荒川壮一、山田慎二、野々村昌彦、久野彰彦、

磯貝健、堀裕史、服部晋吾　　　　　　　(敬称略)
理事会終了後、支部長会に移り、各支部の活動報告、実施予

定事業が報告され、次期支部役員候補が報告された。また、そ
の他として、平成28年度通常総代会を5月20日、名古屋観光
ホテルで開催することが報告された。

中川支部解散に伴う支部異動
理事会の冒頭、挨拶に立った木野瀬理事長は、最初に60周

年記念事業が成功裡に終了できたことに関して、役員・組合
員の協力に感謝の意を表したのち、「先ほど、髙井（昭弘）顧問
から苦言をいただいたので紹介する。まず１点は、私はたく
さんの会員が参加してくれたと思っていたが、髙井顧問から
は、懇親会は多かったが、式典への組合員の参加が少なかっ
たこと。もう１点は、女性の参加が少なかったことである。
これを10年後の式典への申し送り事項としておきたい。

今日は、決算見込みなど議案に出るが、お陰様で赤字にな
らずに次にバトンタッチができる。この建物を引き継いで、
健全運営させるのが、最初の私の仕事であった。その仕事を
きちんとやって、それから一つひとつの事業の収益をきちん
と見込むこと、これは副理事長、委員長のお陰できめ細かく
できたと思っている。事務局業務の分担でもGC中部の仕事
をしているが、あまりにも事務局員の負荷がかかるので100
項目ぐらいをきちんと整理した。一つひとつきちんとやる
と、きちんとした運営ができるのだと感じている。これは組
合運営だけではなく社業も同じだと思う」と述べた。

続いて、河原善高専務理事から、出席者24名で理事会の成
立が報告されたのち、組合員の加入・脱退の件では、3月１日
付けで、㈱大塚商会中部支店、リコージャパン㈱名古屋事業

愛印工組／2月期理事会・支部長会

理事長候補者に細井俊男氏
通常総代会は5月20日名古屋観光ホテルで開催
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毎年、実施しております｢鉛・有機溶剤取扱者健康診断｣を、
（一社）オリエンタル労働衛生協会及び（一財）名古屋公衆医学
研究所に委託し行ないます。該当者のある企業は、｢鉛・有機
溶剤取扱者健康診断受診申込書｣に必要事項を記入の上、愛
印工組事務局までお申込み下さい。

▼｢鉛・有機溶剤取扱者健康診断｣について
（１）有機溶剤取扱者健康診断実施要領
①基本健診：対象有機溶剤／業務の経歴調査、有機溶剤に

よる既往歴等の調査、自覚症状等の検査、尿中の蛋白の検査。
②指定健診：対象有機溶剤。
③その他、医師が必要と認めた項目（検査料は実費）。

（２）鉛取扱者健康診断実施要領
①業務の経歴調査。
②鉛による自覚症状又は他覚症状の既往歴調査。　
③血液中の鉛の量及び尿中のデルタアミノレブリン酸の量

の既往の検査結果調査。
④自覚症状又は他覚症状の有無の検査。
⑤血液中の鉛の量の検査。
⑥尿中のデルタアミノレブリン酸の量の検査。
⑦その他、医師が必要と認めた項目（検査料は実費）

（３）実施時期　

■検査の対象となる有機溶剤等一覧、検査料金
※該当する有機溶剤の有無をよく確認してください。
※対象有機溶剤は下記物質を合わせて5％を超えて含有し

ているものです。
▼有機溶剤指定健診及び有機溶剤基本健診の対象薬品（検

査料：円／人 ※消費税別）
▽第2種：シレン（キシロール）、トルエン（トルオール）、

1,1,1-トリクロルエタン（メチルクロロホルム）＝代謝物
2,500円 

▽第2種：ノルマルヘキサン（n-ヘキサン）＝代謝物2,600
円

▽第2種：N,N-ジメチルホルムアミド（DMF）＝代謝物
2,600円・肝機能1,000円

▽第2種：クロルベンゼン、オルト-ジクロルベンゼン、1,2-
ジクロルエチレン （別名：二塩化アセチレン）、クレゾール＝
肝機能1,000円

▽第2種： エチレングリコールモノエチルエーテル（別名：
セロソルブ）、エチレングリコールモノエチルエーテルアセ
テート（別名：セロソルブアセテート）、エチレングリコール
モノブチルエーテル（別名：ブチルセロソルブ）、エチレング
リコールモノメチルエーテル（別名：メチルセロソルブ）＝貧
血450円

▽第1種：二硫化炭素＝眼底850円

▼有機溶剤基本健診のみの対象薬品（検査料：2,000円／人
※消費税別））

▽一般健診有機溶剤名
［第2種］
1.アセトン2.イソブチルアルコール（IBA）3.エチルエーテ

ル4.イソプロピルアルコール（IPA）5.イソペンチルアルコー
ル（別名：イソアミルアルコール）6.酢酸イソブチル7.酢酸イ
ソプロピル8.酢酸エチル（酢エチ）9.酢酸イソペンチル（別名：
酢酸イソアミル）10.シクロヘキサノール11.シクロヘキサノ
ン（アノン）12.テトラヒドロフラン（THF）13.1-ブタノール

（n-ブタノール）14.2-ブタノール（イソブタ）15.メタノール
（メチルアルコール）16.メチルエチルケトン（MEK）17.メチ
ルシクロヘキサノール18.メチルシクロヘキサノン19.メチ
ルブチルケトン（MBK）20.酢酸ブチル（酢ブチ）21.酢酸プロ
ピル22.酢酸メチル（酢メチ）23.酢酸ペンチル（別名：酢酸ア
ミル）24.ジクロルメタン（別名：二塩化メチレン）
［第3種］
※以下については、タンク内（例：地下室、窓を開けていな

い屋内作業場等）における業務に適用されます。
25.ガソリン26.コールタールナフサ（ソルベントナフサを

含む）27.石油エーテル28.石油ナフサ29.テレピン油30.石油
ベンジン（灯油、石油、白ガソリンを含む）31.ミネラルスピ
リット（ミネラルシンナー等を含む）

平成28年4月〜平成29年9月の間。
＊基本健診の受診に当たり使用有機溶剤名を｢受診申込書｣

に必ず記入。
（４）受診料の支払いについて
検診終了後、委託先より請求書が届き次第お支払い下さい。

（５）申込方法・締切り
｢受診申込書｣に必要事項を記入の上、愛印工組事務局（担

当：河原）へFAX052-951-0569にてお申込み下さい。
※健診委託先または､ 他の検診機関へ直接お申込みをされ

た場合は、組合への申込みは不要です。
（６）健診委託先
オリエンタル労働衛生協会（担当：徳永氏）名古屋市千種区

今他1-8-4  TEL 052-732-2200 ／ FAX 052-733-7100
名古屋公衆医学研究所　開発事業部（担当：高羽氏、三宅

氏）名古屋市中村区長筬町4-23 TEL 052-412-3111㈹／
FAX052-412-3008

※鉛･有機溶剤取扱者は､ それぞれ6か月毎に1回の受診が
法律によって義務付けられていますので、該当者は必ず受診
して下さい。

重
要
な

お
知
ら
せ

平成28年度前期

「鉛・有機溶剤取扱者健康診断実施」のご案内
鉛・有機溶剤取扱者は6ヶ月毎に1回の受診を義務付け
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愛印工組マーケティング委員会（鬼頭則夫委員長）は、3月
11日午後6時半よりメディアージュ愛知において、「第3回新
しいビジネスモデルを考える研修会（ワンコインセミナー）」
を開催した。当日は、まるは食堂の「㈱まるは」の坂野豊和社
長を講師に招き、「異業種トップから学ぶチャンス」と題し講
演が行なわれた。（参加者は30名）

セミナーの冒頭、挨拶に立った鬼頭委員長は、「愛印工組に
は、マーケティング委員会以外にも6委員会がありそれぞれ
活発な活動をしている。このマーケティング委員会は、働く
最前線に立っている方々の役に立つことを基本にしている。
コンセプトは、〝自腹を切る〟であり、初めから与えられた勉
強ではなくて、自分の意志で勉強しにくることを狙いとして
いる。そのために、気軽に参加してもらえるようワンコイン
セミナーにしている。本日も自腹を切っても知識を得たいと
参加した人ばかりである。参加したからにはスキルアップし
ていただきたい」と述べた。

久野彰彦副委員長から、講師の略歴紹介が行なわれたの

ち、講演に入った。
坂野講師は、「今日の話の重要なことは、〝学ぶ〟〝知行合一〟

〝結果〟の3つとし、学ぶとは単に本を読むだけではなく、他の
人から学んだことを真似ていき、それを自社に落とし込んで
いくこと。知行合一は、ただ知っているだけでは何も変わら
ない。思ったことを実践してこそ変わっていく。そして結果
は、稲盛（和夫）氏の言葉である熱意×能力×考え方を引き合
いにだし、熱意だけでも、能力だけでも、考え方だけでも、良
い結果は生まれないが、この3つが掛け合わされたとき結果
がでる」と指摘。

講演では創業から現在までの会社の業績について分析し、
危機、繁栄の原因、何故そうなったか、どうのように対応した
かなどを紹介した。その中で、常に基本となったのは、現在の
社是になっている創業者である祖母の言葉「信者を創れ」「儲
けんでもええ、儲かる」「お客様が喜んでくれることをやれば
ええ」を紹介。この言葉には、信用、信頼されるような経営者、
スタッフになることを意図しており、逆に相手を信用、信頼
する人になることが必要である。「人がいろいろ言ってくれる
ような人になっていけば、商売もおのずから儲かっていく」
との考えで、「私どもは、お客様から言っていただいたことを
実践してきたからこそ、現在の形になっている」とした。

人材育成では、香川県の高橋ふとん店社長から学んだ「人
育てなくして、事業継承はなし」という言葉を基に、「パート
ナーカード」を作成。会社の方向性についてパートも含む社
員と共有している。このパートナーカードには、個人の人生
理念、社員基本指針、経営理念、年度のテーマ、パートナー心
得が記載されている。これは、成文化されたものとは別に、ア
ルバイト、パート社員にもいつも携帯でき、わかりやすく要
素だけが記載されている。

㈱まるはは、創業者相川うめ氏が戦後鮮魚の行商を始めた
のがきっかけで魚屋を開業。その後、食堂や旅館に挑戦し今
では、南知多の豊浜本店を始め中部国際空港店、りんくう常
滑店、ラシック店、イオンモール大高店など、営業範囲を広げ

「お客様の満足」のために挑戦が続いている。

□愛印工組・マーケティングセミナー
異業種トップから
学ぶチャンス
講師にまるは食堂坂野社長を招く

■お知らせ

「印刷会社の女性活躍を考えようin愛知」開催
女性の活躍で変わる、変える、これからの印刷産業

印刷会社の女性活躍を考えるフォーラム「印刷会社の
女性活躍を考えようin愛知」が、CSR・ダイバーシティ委
員会主催により開催される。フォーラムでは、日本で一
番働きやすい業種を目指して、印刷産業における女性活
躍の土壌づくりが討議される。

■日時：平成28年5月9日（月）／ 14：30 ～ 16：30
■会場：ウインクあいち12F
■定員：75名（事前申し込み・先着順）
■参加費：2,000円
■申込み：参加申込書をFAXにて愛印工組まで

【第1部　基調講演】
演題：｢女性の力が企業を変える～働き方改革で業績

アップ～｣
講師：菊地加奈子氏（特定社会保険労務士菊地加奈子

事務所／㈱ワーク・イノベーション代表取締役）
【第2部　事例報告及びパネルディスカッション】
■事例報告：自社の女性活躍推進の取り組みについて
　講師：吉澤和江氏（㈱太陽堂封筒代表取締役）
　講師：山田慎二氏（㈱二和印刷紙業常務取締役）
■パネルディスカッション：女性活躍、本音トーク
コーディネーター：木野瀬吉孝氏（木野瀬印刷㈱代表

取締役）
パネラー：菊地加奈子氏／吉澤和江氏／山田慎二氏

■平成28年度通常総代会
平成28年度通常総代会は5月20日（金）名古屋観光ホテル

で開催。15時30分～協同組合「総会」、16時～工業組合 ｢総
代会｣、18時15分～両組合｢合同懇親会｣
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VOC警報器XH-981G

編 集 だ よ り
■4月は新入社員の季節。愛印工組の新

入社員研修も始まりました。夏場を除き、

9月までの長丁場ですが落伍することなく

頑張っていただきたいものです。楽しい時、

苦しい時、いろいろあると思いますが、何

かあれば同僚と相談したり、先輩に聞いた

りし、一人で考え込まないことです。1日

も早く印刷人として成長されることを願っ

ています。

■全印工連／組合員限定キャンペーン

オフセット印刷工場用「VOC警報器」

特別価格25,000円（税別）で販売

【有機溶剤による健康障害から社員を守

るために】

オフセット印刷工場用VOC警報器XH-

981Gは、一般社団法人日本印刷産業連合

会と新コスモス電機㈱が、印刷事業所から

有機溶剤による健康被害を発生させない、

ために共同開発したもので、今回のキャン

ペーン販売は、その予防保全の一環として

本機器の普及促進を目的としている。

定価48,000円(税別)のところ組合員限

定特別価格25,000円（税別）で販売／ 1台

VOC警報器XH-981Gは、「GP資機材」

認定製品として認定された。熱線型半導

体式センサでVOCをトータルに検知し、

VOC濃度が一定レベルを越えると、ラン

プと音声メッセージで知らせる。

本体は警報部、検知部一体型のコンパク

ト設計で、設置場所はオフセット印刷工場

の印刷機械デリバリ部（印刷物排出部）、印

刷機械上部、印刷機と印刷機との間など。

警報方式は、赤ランプ点灯音声メッセー

ジ（ウーウー、ピッポッ、ピッポッ空気が

汚れて危険です。換気して下さい）と知ら

せる。ランプは、赤点灯（ガス警報）、赤点

滅（ガス警報遅延中／遅延設定時）、緑点灯

（通電時）、緑点滅（電源ON初期遅延中）、

緑高速点滅（故障）、緑ゆっくり点滅（交換

期限お知らせ）。

交換期限お知らせ機能は、交換期限(約

2年)を過ぎると緑ランプがゆっくり点滅｡

警報停止スイッチ操作にて｢交換期限を過

ぎています｣と音声で知らせる。

寸法＝横70×縦120×厚さ25㎜ (突起物

除く)、重さ＝約200g、電源コード=2.5ｍ、

標準付属品＝点検ガス、取付金具、皿ネジ、

コード振れ止め　

▼購入申し込み　全日本印刷工業組合／

〒104-0041 東京都中央区新富1-16-8　

TEL03-3552-4571、FAX03-3552-7727

（全印工連ホームページで使用方法の説明

動画を見ることができる）　
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◆ホームページアドレス  http://www.ai-in-ko.or.jp/
◆E-mailアドレス  jimukyoku@ai-in-ko.or.jp
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発行所 愛 知 県 印 刷 工 業 組 合
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TEL〈052〉962–5771
FAX〈052〉951–0569
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美しさ・誠実・挑戦
お客様に企画、デザインを通し、
真の感動を提供出来る様、

常に進化し続ける企業を目指します。

グラフィックデザイン

ウェブデザイン

セールスプロモーションデザイン

エディトリアルデザイン

アドバタイジングデザイン

オンデマンドプリンティング

Graphic design

Web design

Sales promotion design

Editorial design

Advertising design

On-demand printing




